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１．研究の背景と⽅法 
 近年ヘーゲル哲学に向けられてきた関⼼は、どち
らかと⾔えば理論哲学的というより実践哲学的な
眼差しに基づいていることが多くなってきている。
例えばホネットの社会哲学的承認理論や、クヴァン
テの⾏為論、あるいはまたブランダムによる推論主
義にその傾向は象徴される。その近年の眼差しの中
で、ヘーゲル哲学全体の中に『⼤論理学』がもちう
る位置づけも従来からやや変化してきたと⾔える。 
 従来の『⼤論理学』研究は、ヘーゲルの哲学体系
の他の⼆つの部⾨（⾃然哲学・精神哲学）へと応⽤
可能であるような基礎的な⽅法論を、それら⼆部⾨
の基礎に当たる〈論理学〉の中に求める傾向にあっ
た。例えば⼆〇世紀後半から世紀末にかけて精緻化
されてきた、ヘンリッヒやイーバーらによる「反省」
理論は、そうした研究傾向を背景とした⼀つの成果
であると⾔えるだろう。だがそうした傾向に対して、
（特に前述のクヴァンテの研究に象徴的に⾒られ
るように）実践的⽂脈を前提とした『⼤論理学』の
新たな解釈の視点、とりわけ（ヘーゲル⾃⾝が唱え
たような）、『法の哲学』の基礎となる⽅法論をそこ
に求めるという、新たな視点が現れてきている。 
 本研究はこうした研究状況の中で、従来の「反省」
理論が念頭に置いてきた問題を、新たに現れてきた
実践的なヘーゲル解釈の⽂脈の中に位置づけ直す
ことが可能かどうかを探究するものである。本研究
はその探究の⽅法として、従来ヘンリッヒやイーバ
ーらが「反省」理論との関連で着⽬してきた、『⼤論
理学』における「規定的否定（bestimmte Negation）」
の概念の⽤法に焦点を絞り、その含意を、現代の実
践的⽂脈に重⼼を置くヘーゲル哲学解釈の観点か
ら汲みつくしうるかどうかを検証した。 
 
2．研究成果  
 本研究の成果は主に⼆点である。⼀つは、「規定的
否定」の概念を軸とすることで、確かに『⼤論理学』
の中には、現代の実践哲学的⽂脈へと応⽤可能な⼀
定の知⾒を⾒出すことができるという、積極的な成
果である（1）。この成果は、主にブランダムの推論
主義が提⽰する、その「命題」・「判断」に対する理

解を援⽤することで引き出された。 
 もう⼀つは、それとは反対の、むしろ消極的な成
果である。すなわち、確かにヘーゲルの「規定的否
定」の概念の⽤法そのものには、実践的⽂脈に拡張
可能な知⾒が⾒出されるが、しかし、ヘーゲルが同
概念を⽤いる議論の⽬的⾃体は、実践的ないし規範
的観点のみでは汲みつくすことができない、⾔わば
形⽽上学的な背景を帯びている側⾯が明らかにさ
れた（2）。以下、この⼆点について報告を⾏う。 
 
（1） 
 ブランダムの推論主義は元々、テイラーがヘーゲ
ル解釈の参照軸とした、「表現主義（Expressivism）」
の観点に基づいている。「表現主義」とは、〈我々の
命題や判断、推論の形式が、我々の⾏為の内で隠伏
的なままであるものを、顕在化する働きをもってい
る〉と考える⽴場である。従来から、こうした⽴場
は、〈即⾃的（潜在的）に（an sich）存在するもの〉
を〈対⾃的（⾃覚的）に（für sich）存在するもの〉
として把握し直すという、ヘーゲル哲学の思想的特
徴に親和性をもつものと考えられていた。ブランダ
ムはこの表現主義に⽴ちつつも、特に「様相」概念
を伴う命題や判断が、こうした顕在化の働きを担い
うるという考えを⽰している。 
 例えば「あのライオンの眠りは浅い」という平叙
⽂を考えてみる。この⽂の内で隠伏的に含まれてい
る含意は、「何か適切な刺激があればライオンは⽬
を覚ますだろう」という必要条件⽂により顕在化さ
れる（cf. Brandom 2015, 67）。さらにこの顕在化さ
れた⽂を分析すれば、この⽂は、「仮にあのライオン
が槍で襲われた（p）ならば、ライオンは⽬を覚ます
（q）だろう」といった、諸々の仮定的な条件（p→
q）を、̶ ̶それに相当する反事実的な可能性（◇(p
∧￢q)）を実質的に排除しつつ̶̶含意しているこ
とが導かれる。ブランダムは、こうした、現に記述
された事実が、ある特定の条件との実質的な両⽴不
可能性を既に含意するという、「事物が客観的に存
在する仕⽅の規定性」（Brandom 2015, 199）を、ヘ
ーゲルの「規定的否定」に通じるものと解している。 
 本研究は、実際にこうした推論主義の観点に基づ
いて『⼤論理学』「概念論」の命題・判断論を解釈し
直した先⾏研究として、Berto(2007)等を参照しな
がら、『⼤論理学』「本質論」の「様相」論の中に、
それと同種の「規定的否定」の理解が現れているこ
とを⽰した。この研究成果については、Okazaki
（2019）で発表を⾏った。 
 
（2） 



 本研究は（1）を通じ、ヘーゲルの「規定的否定」
の概念⾃体がもつ射程の広さを確認した。だがこの
研究を通じ、様相論の⽂脈に限ったとしても、『⼤論
理学』の「規定的否定」の概念には、実践的観点か
らは汲みつくされえない含意が伴われているとい
う限界もそれと同時に明らかにされた。本研究は実
際にヘーゲルの様相論が集中的に提⽰される、『⼤
論理学』「本質論、現実性篇、現実性章」全体の記述
を念頭に置いた上で、そこで「規定的否定」の概念
がどのような⽂脈に置かれているのかを、よりヘー
ゲルの思想に内在的な視点に⽴って解釈し直すこ
とで、その限界を評価することを試みた。 
 この「現実性章」⾃体は、「形式的」・「実在的」・
「絶対的」という三つの様相類型を扱っている。そ
してこの内、「規定的否定」概念に基づく様相論は、
⼆番⽬の「実在的」様相で提⽰される。本研究は、
まずこのヘーゲルの「実在的」様相の根底にあるア
イディアとして、カント『純粋理性批判』の「経験
の類推」で⽰された様相理解が⽤いられていること
に着⽬した。すなわち、カントの考えでは、何か或
るものが「可能的」であるだけでなく「現実的」で
あるには、その或るものが「経験の形式的諸条件」
を満たすだけでなく、我々の感覚と連関しうるもの
であるという、「経験の実質的条件」をも満たす必要
がある。例えば、或る論理的に可能な辺の⻑さをも
つ三⾓形を想定できるとしても、それがさらに「物」
として現実的なものであるには、直観形式である
「空間」の中で実質的に構成できるものでなければ
ならない。この観点から本研究は、ヘーゲルの「実
在的」様相が、カントに従い、（（1）で明らかにした）
〈事物が客観的かつ規定的に存在する〉ための条件
として、このように「物」が現実的に存在するため
の実質的
、、、

条件を想定しているという解釈を⽰した。 
 しかし同時にこの点において、「実在的」様相の限
界も明らかになる。というのも、カントの考えでは、
「物」が現実的に存在するための条件は、それが実
質的に知覚可能かどうか、という点から判定される。
だが、この観点は結局、我々がどのような知覚の主
体を想定するか、という⾔わば恣意的な前提に依存
せざるをえないからである。ここから、ヘーゲルの
弁証法的展開はこの「実在的」様相から「絶対的」
様相へと進展する。その展開でヘーゲルが⽬指して
いるのは、こうした恣意的な前提を「偶然性」とい
う様相類型として把握し直し、その「偶然性」に制
限されない絶対的な「必然性」がいかなるものかを
探究することだと⾔える。 
 ⼀⾒すると、こうしたヘーゲルの試みは「絶対的
必然性」という概念を前提した近代形⽽上学に⾒出

されるような、独断的なものに過ぎなく⾒える。だ
が本研究は、実際にはこうした「実在的」様相から
「絶対的」様相を導く議論の萌芽が、従来の形⽽上
学の様相論を既に超克しようとしていた前批判期
のカント⾃⾝の形⽽上学的議論に⾒出されるもの
であり、ヘーゲルの試みもあくまでその延⻑線上に
あるという⾒⽅を、哲学史的に再構成した。この研
究は、岡崎（2020）において論⽂として発表した。 
 
 本研究は以上の（1）（2）の成果を通じて、従来の
『⼤論理学』研究が「反省」理論の⽂脈で着⽬して
きた「規定的否定」の概念が、「命題」・「判断」の様
相に重点を置いた現代の実践哲学的観点へと拡張
可能な含意を確かにもちうること、そして他⽅で、
その実践哲学的観点のみでは、ヘーゲルが哲学史的
に受容した形⽽上学的課題を汲みつくすことはで
きない、というその⼀定の限界とを、同時に明らか
にしたと考える。 
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